
スラックラインの起源は1960 年代アメリカのヨセミテのチェーン歩き。

特にヨセミテのCamp4 という場所で長期滞在していたクライマーが、休養日や暇つぶしとして

ワイヤーや使い古したロープ、クライミングギアを使って綱渡りを楽しんでいた。

張られたチューブ状のナイロンウェビングはスラックラインと称された。

1980 年代にはクライマーがバランストレーニングやパフォーマンスとしてとして行い、

スラックラインの認知度が徐々に高まった。
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1980 年代にはクライマーがバランストレーニングやパフォーマンスとしてとして行い、

スラックラインの認知度が徐々に高まった。

スコット・バルカムがヨセミテのロストアロースパイヤーという岩峰に張り渡たして

歩行に成功したことにより、クライマーの間で知られるようになった。

2000 年代後半にヨーロッパで盛んになり、ドイツのギボン社の幅広ラインと

お手軽設置ラチェットでさらに火がつく。そして日本へ。
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